
図書館司書課程における新図書館 を活用 した

アクティブ ・ラーニ ング授業の展 開

設 樂 馨

1.は じめに

1.1.目 的

2017年 秋 に新図書館が開館 した。図書館 に

は、吹 き抜 けになった開架閲覧スペース 「知

恵の蔵」 と、アクティブ ・ラーニ ングを促進

す る ラー ニ ングコモ ンズ を備 えた 「交流 の

床」、その2種 類 の空 間に渡 ってキ ャンパ ス

全体 をつな ぐ、イベ ン ト活用スペースを擁iし

た 「京女坂」が配置 された。「図書館利用案

内」1)によれば、「利用者が 目的に応 じて様々

な学習環境 を選ぶ ことがで きる滞在型 図書

館」である。

そ して、本学 におけるアクティブ ・ラーニ

ングの普及 は、本誌 『京都女子大学図書館情

報学研究紀要』 第3号 および、第4号 に 「ア

クテ イブラーニ ング」「アクテ ィブ ・ラーニ

ング」 を冠す る論考2)を 含み、平成29年 度 よ

りシラバ ス作成 に求め られ る 「京女乱(ア

クテ ィブ ・ラーニ ング)区 分」3)より、授 業

の常態 として取 り入れ られつつあるこ とがわ

か る。環境 が整備 され、ALの 教育 手法が浸

透する現状 にあって、学生 は新 たな環境 をど

のように活用す るのだろ うか。図書館司書課

程 の授業設計 と展 開を詳述 し、「滞在型 図書

館」の端緒 を考察する。

1.2.新 図書館 にお ける授業活用空間

まず、本稿でアクテ ィブ ・ラーニ ングを展

開するのに有用 となった新図書館の空 間につ

いて概観 してお く。

図書館 「交流の床」 の地下1階 にメディア

コモ ンズ、1階 にアクティブラーニ ングコモ

ンズがある。そのほか、本稿の授業 では使用

しなかったが、1階 か ら3階 にかけてグルー

プ学習室9室 、4階 に個人学習スペース9室 、

2階 に飲食可能なカジュアルスタデ ィスペー

スがある。

メデ ィア コモ ンズにメデ ィアルーム2室 が

ある。メデ ィアルームにはプロジェクターや

DVDデ ッキが設置 され、可 動式の椅子 と壁

面 のホワイ トボー ドがあ り、少人数学習 向き

の部屋 である(2.3.2.で 授業事例 を紹

介す る)。

アクテ イブ ラー ニ ングコモ ンズ には、 グ

ループディスカッシ ョン向きの机椅子、ホワ

イ トボー ドが設置 されていて、壁面(地 階へ

の吹 き抜 け側)に ノー トパ ソコン13台 があ り、

パ ソコンを使 った作業 を、複数人で意見 を出

し合 いなが ら進め るのに も適 している(2.

4.2.で 授業事例 を紹介する)。

2.授 業展開

2.1.図 書館司書課程における本授業の位

置づ け

本稿 にお ける授 業 は 「図書館情 報資源特

論」である。当該科 目は選択科 目で、必修科

目 「図書館情報資源概論」 を踏 まえて発展的

に、図書館 における情報資源(中 心 としたの

は図書)の 活用 を目的 とした資料特性 につい

て理解す る。

29



京都女子大学図書館情報学研究紀要 第5号(2018年3月)

受講生 には、現実の図書館員が選書や組織

化 をする際に資料特性 に応 じた問題解決が求

め られること、そのため、知識習得 だけでは

不十分 であることを説明 した。その うえで、

この授業では図書館情報資源 を作成 し、その

作成過程にグループワークを取 り入れること

を伝 えた。グループワークを重視するの は、

発生す る問題 を個人でな く協 同において解決

するこ とが現実的であ るとし、グループワー

クにおいて公平性が重要であることを強調 し

た。

アクティブ ・ラーニ ングでは主体 的な問題

解決 ・協働的なグループワークが期待 される4)。

その なかで今 回、「公平性」 を強調 したの は、

グループワークで課題提出の締め切 りを設 け

ると、締め切 り間際 になって特定の個人に負

担 が集 中した り、授業時 間外 の負担が不平等

であった りして、 メンバーの関係性が悪化す

ることがあるためである。 これを、 グループ

の課題 と捉 えず、授業その ものへ の不満 にな

るこ とが ある。 そのた め、 グルー プ内の報

告 ・連絡 ・相談に よって、公平 な分担 となる

よう、繰 り返 し注意 を与 え、教員か らも度 々

進捗 と分担 を尋 ねるように配慮 した。

2.2.ア イスブレイ ク

受講i生は計11名5)で 、2回 生8名 、3回 生

2名 、4回 生1名 と学 年 が混 在 し、所 属 学

部 ・学科6)も 多様 であった。第6講 時に開講

していて、 当該授業前 に も図書館 司書課程科

目を受講 していること、遅い時刻 の帰宅にな

ることを厭 わないことな ど、受講生の特徴 と

して努力家 であることが予想 された。

努力 をして も、緊張状態では良い成果が得

られに くい。初回授業はアイスブレイクとな

る自己紹介 を行 った。「自己紹介 カー ド」 と

して、下記の ような質問事項 を列挙 した ミニ

ペーパーを配布 した。 この質問に答 える形で

自己紹介 をして も良いが、答 えた くない質問

は紹介 しな くて良い し、質問以外 のことを述

べて も良い ことを申 し添 えた。

自己紹介 カー ドの質問事項

・ここまでの通学時間は?

・きょうのランチ、何食べた?

・何 月生 まれ ・好 きな季節 はあ る?い

つ?

・犬派?ね こ派?そ れ以外?

・今 まででいちばんステキだな と思った名

前 は何?

・わたし最高に輝いていた(る)!は 今?

過去?未 来?

・自分史上、最大 に恥ずか しい年齢 は?

・自分 を 《お菓子 ・動物…》 にた とえると

何?

・おススメの 《本 ・音楽 ・料理 ・お菓子 ・

趣味 ・スポ ッ ト・スポーツ…》何かあ り

ますか?

・今 日は何かお気に入 りの ものは身に着 け

てい ますか?そ れは何 ですか?

・どうして 《司書課程 ・この授業 ・この時

間》取 るの?

先 に述べ たように、緊張状態 を解 くため、

つ まり、受講生同士がお互い打 ち解 けて話 し

合える関係性 になることが 目的であるため、

共通項 が見つ か りやす い質 問 を設定 した。

カー ドにはイラス トを挿入 し、文体 も口語 的

にして堅苦 しさを取 り除 くように してい る。

しか し、教室が受講者数に比 してかな り大

きく、 固定 の机椅子で姿勢が前 向きに限定 さ

れるため、受講生全体 に聞 こえるよう、そ し
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て顔 を向けて話すためには、一人ずつ教壇 に

立って もらうしかない。いわゆる 「発表」の

形式は、一人ずつ 自己ア ピールをするグルー

プ面接 のように、非常 に堅苦 しい自己紹介 と

なった。

2.3.ペ ア ワ ー ク

2.3.1.グ ル ープ ワー クの 導入 と して

ク ラスが 硬 直 した まま グル ープ を形成 す る

こ とは 難 しい 。 まず は席 の 近 い者 同士 で ペ ア

ワー ク に 取 り組 み 、 ペ ア ワ ー ク を糸 口 に グ

ル ー プ ワー クへ移 行 す る こ とに した。

導入 とい う位 置づ けか ら、 図書 館情 報 資源

の 中 で も文量 が 少 な く、製 作 時 間の かか らな

い もの と して、 絵 本 『ミッケ1=い つ まで も

あ そべ る か くれ ん ぼ絵 本 』7)の1ペ ー ジ を製

作 させ た。

毛

作品1(絵 本に使用 した画像)

作 品1は 、学 生が 自宅 にあ る画材 を持 ち

寄 って組み合わせ、スマー トフォンで撮影 し

た ものである。 これに文章を添 えて絵本のよ

うに仕立てる。

挿入文章

もういいカ・い?

えんぴつが ない!ど こかな?

さかさまの 「1」 がか くれてい るね

白い絵の具 もどこか にあるぞ

ネコのマー クもか くれているね!ほ らあ

そこあれあれ?黒 い糸まきは どこだっけ

さい ごに赤い糸 と黒い糸、みつ けられるか

な?

みいつけた!

文章 は、絵 本 を参 考 に最初 と最後 の一文

「もういいかい?/み いつ けた!」8)を 統 一 さ

せた。各ペアで計6作 品を完成 させ、すべ て

のページを印刷 して受講生全員で校正 を した。

2.3.2.メ デ ィアルームの活用

校正は、 メデ ィアルームを使用 した。図書

館員に依頼 してプロジェクターを活用 し、受

講生 の手元 に印刷 した もの を持たせ、壁面 に

はパ ソ コンで作 成 したWordフ ァイル形式 の

画像 を投影 した。作成 したペ ア以外 か ら、

「子供向けに しては難 しい漢字が多い」「漢字

にはフ リガナが必要 だ」「質問文の意図がわ

か りに くい」「答 えが合 わない」な どの意見

が出され、作成 したペ アが中心になって修正

案 を考 え、最終的に受講生全体で練 り上げた

修正案 を、教員がパ ソコン上で修正 し、修正

箇所 を全員で確認す る、 とい うように授業が

進行 した。

メデ ィアルームは、10名 前後が投影 された

プロジェクターの画像 をはっきり視認 で きる、

広す ぎない面積である。そのため、受講生全

員が微細 な修正案(例 えば、 ほんの1字2字

程度の字種や2語3語 レベルの入れ替 え)を

即時、共有できた。通常、使用 していた固定

式の机椅子 のあ る教室 よりかな り狭 く、物理

的 な距離間が縮 まった こと、可動式の椅子 で
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あったこと、 そういった ことか ら発言者 に対

して振 り向いた り、ペアワー クを した相手 と

向 き合 った りと、 自由に姿勢 を変 え、活発な

意見交換になった。

2.4.グ ループワーク

2.4.1.小 冊子の作成

受講生には、ペアワーク とクラス全体での

校正を経て、利用者 に見せ る(魅 せる)情 報

資源の性質が理解 された。 また、他者 との協

働が求め られる、 とい う授業観点 も、ふ りか

え りシー トによって確認 した。次の課題 は、

3ペ アが合体 してグループにな り、複数ペー

ジで構成 される冊子体 を編集す ることとした。

まず、冊子体 の コンテ ンツとなるアイデア

を募 った ところ、新図書館 を紹介する もの と、

それ以外の子 どもに人気のある科学情報 を紹

介する もの とに絞 られた。そ こで、 どちらに

興味 ・関心があるかでグループ分けを した結

果、必ず しもペアワーク時のペアが合体 する

のでな く、 目的 を共有す る受講生でのグルー

プ構成 となった。

次に、グループワークの 目的が明確 になる

よう、受講生全員 に次の事項 を話 し合 って完

成 までの計画 を設計 させた。

グループワークの計画

・冊子の仮 タイ トル

・冊子の 目的(作 成す るメ リットや企画の

特長)

・冊子を利用す る対象者

・内容

・ページ数や大 きさ、大 まかなレイアウ ト

・実施態勢(時 間配分 と分担)

・予算(100部 印刷す る場合の経費)

・用具 ・備品(編 集に必要なツール)

計画書 は2グ ルv・・一プなので、2種 類 のみで

あるが、グループ内で 目的 をはっ きり認識 し

て もらうため、一人1枚 、手書 きで提 出を求

めた。一つ は 「新 図書館 パ ンフレ ッ ト」、 も

う一つは 「錯視の世界」 という冊子 を作成す

ることになった。

なお、 この計画書 は受講生のみな らず、教

員 にとって も大 きなメリッ トがある。計画書

によ り、両グループの作業進捗 の程度を把握

で きる。 このため、授業回数が進 むなかでの

作業進捗、計画か ら変更 した こと、変更 によ

り期 日に間に合 うのか どうか、 といった確認

がで き、時機 に即 した指導 を可能 にする。

毎回の授業で、何 を目標 にどの くらい進ん

だのか、進捗 とメンバーの分担 を尋ね、仕上

げを見越 して第13回 目を原稿締切 に設定 した。

仕上がった原稿 を一つずつ、内容 とページ数

や大 きさ、表紙の順 に以下 に示す。

「新 図書 館 パ ンフ レッ ト」

・開館 日程 ・時 間、入 退館 、 作 成者 、作 成

日(作 品2参 照)

・フ ロア マ ップ(pp .2-3)

・蔵 書検 索 の利 用 法(pp .4-5)

・スペ ー ス紹介(pp .6-7、 作 品3参 照)

・日本 十進 分類 法(裏 表 紙)

・8ペ ー ジ、A4サ イズ 、 カ ラー

作 品2お よび作 品3を 見 るとわかるように、

「新 図書館パ ンフ レッ ト」では館 内の写真 を

使用 している。 これは、館内表示で 「撮影禁

止」 としている図書館に対 し、受講生が交渉

して、図書館員の立 ち会いの もとで撮影 を許

可 され、撮影 した画像 か ら選別 して掲載 した。

同様 に、作 品3に 添 えられたスペース紹介 の

文章は、受講生が図書館員 に依頼 してアポイ
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作品2(「 新図書館 パンフレッ ト」表紙)

作 品3(「 新図書館パ ンフレッ ト」スペース紹介)

ン トを取ってインタビューした情報を元 にし

ている。

作 品2の 右下お よび作品3の 右中央 と右下

には、京都女子学園マスコ ットキャラクター

「ふ じのち ゃん」 を掲載 してい る。 これは、

使用 を申し出た受講生に対 し、教員が仲介 し

て経営 企画 ・広報室の許可 を得た。(配 置や

大 きさな どの編集は受講生である。)

「錯視 の世界」

・作 成 日、作 成者 、 監修 者(作 品4参 照)

・まえが き、 目次

・5種 類 の錯 視紹 介(pp .2-11)

・錯視 の仕組 み(p .12)

・本 の紹 介(p .13-14、 作 品5参 照)

・参 考文 献一 覧、 奥 付

・16ペ ー ジ、A4サ イズ、 カ ラー

作品4(「 錯視 の世界」表紙)

次に、作品4は 表紙に 「京都女子大学 錯

視 グループ 作成」 とあ り、裏表紙の見返 し

部分 に記載 した奥付 には 「著者2017年 度後

期 図書 館情 報資源特 論 受講 者 錯 視 グ

ループ」 に続いて、 グループ構成員5名 全員

の学籍番号 と氏名を明示 している。奥付では、

責任表示のほか、 タイ トル とともに 「2018年

1月11日 初版発行」、「発行者 設樂馨」の記

載 もあ り、一般的な図書を参考に して完成 さ

せた。

作 品5は 、「錯視 の世 界」 を よ り深 く楽 し

むための本5冊 を紹介する うち、2冊 を示 し

たペー ジである。いずれ も京都女子大学図書

館 に蔵書があ り、専 門的な雑誌か ら、 トリッ
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本の紹介

作品5(「 錯視の世界」本の紹介)

クアー トとして楽 しめ、錯視芸術 や錯覚実験、

パズルを掲載するような子 どもに親 しみやす

い ものまで取 り揃 えている。紹介文の冒頭 に

「み んな も学校 や町の図書館 でぜ ひ さが して

みね」 とあ り、図書館活用へ誘導す る仕掛 け

が加 えられている。 この 「本 の紹介」では、

表紙 と、興味深 い紹介文のみである。 しか し、

ここで本に関心 を持ったあ と、次のページを

め くると 「参考文献」 として詳 しい書誌情報

がま とめ られている。読者の理解 に沿った情

報の深化が施 されている。

2.4.2.ア クテ ィブラーニングコモンズ

の活用

編集作業は、 アクテ ィブラーニ ングコモ ン

ズを使用 した。受講生 には、学内で最 も作業

が しやすい ところで活動すること、その場所

は教員に報告す ること、 と指示 した。つ ま り、

教員が図書館 を活動場所に指定 したわけでは

ない。 しか し、 コンテ ンツの資料や素材が図

書館 にあ り、パ ソコンを使用 して原稿 を作成

するには必要な用具がそろっているため、 自

ず と学生が判 断 し、選択 した。

アクテ ィブラーニ ングコモ ンズのパ ソコン

は、学 生のIDと パ ス ワー ドで ログ イン して

使用す る。液晶画面が大 きめの ノー ト型パ ソ

コンは、壁際(一 部、吹 き抜 けになっている

ため圧迫感は低減する)に 並 び、パ ソコン1

台 につ き椅子が一つ置かれている。本授業で

は、一つのパソコンの画面 を複数 人で見 られ

るよう、椅子 を持ってきて囲み、 中央の一人

が入 力作業 を していた。 ほ とん どの学生 が

USBメ モ リを携帯 し、編集途中の原稿はUSB

メモ リに保存 し、提 出 もUSBメ モ リを挿入 し

て、あるいは、 メール添付で教 員に送信 した。

なお、アクティブラーニ ングコモ ンズを利

用する 日時 として、通常 の授業時のほか、補

講 を入れた土曜 日第1、2講 時や授業時間外

には、 ほかの授業 と重なって遅れて参加する

メンバーや、体調不良者がいることが あった。

こうした とき、各自が携帯するスマー トフォ

ン等 でSNSを 利用 し、上手 に連携 を取 り、作

業へ の参加 を促 していた。

3.学 生の評価

3.1.評 価用紙

小冊子 の提出後、 クラス全体で校正 をして

最終の振 り返 りを実施 した。下記の内容 を含

む評価用紙 を用 いた。

評価用紙

・他グループの評価(完 成度、図書館情報

資源 としての価値9)、ア ピールポイ ン ト

を聞いた感想、改良点やア ドバ イス、総

合評価)

・自グループの評価(満 足度、進め方や問

題解決能力の向上10)、アピールポ イン ト、

今後 に生かせ る経験、総合評価)

・作品を学内関連部署へ送付する と仮定 し
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た場合 の、送 付状 の一 文11)

3.2.ア クティブ ・ラーニングで習得 した

こと

上記評価用紙の回答か ら、学生が アクティ

ブ ・ラーニ ング、特 に今回のグループワーク

で習得 で きたこ とを抜粋 して分析す る。

1)初 対面の人 としっか り話 して、良いグ

ループワークがで きた と思い ます。

2)グ ループワー クでは積極的 に意見 を出

す ことを心が けた。

3)全 員で話 し合いなが ら協力 して進める

ことがで きた。

4)時 間配分が うま くいか なかった り、グ

ル ープ メンバ ー全 員 で集 まってパ ンフ

レッ ト作成 に取 り組む ことができなか っ

たので、情報の共有 を欠か さない ように

す る。

5)作 業 中、 自分のやるべ き事が分か らな

い場合 は自分か ら探 しに行 く、周 囲の人

に聞 くな ど積極的 に動いていかなければ

ならない と感 じた。時間を決めて作業 に

取 り組む ことはで きたので今後 も意識 し

てい きたい。

グループワー クにおける進め方 を、5段 階

で自己評価 させた結果、平均4点 と高得点で

あった。

1)「 良 い グルー プ ワー クが で きた」3)

「協力 して進め ることがで きた」5)「 時間を

決めて作業 に取 り組む ことはできた」 とい う

記述は、 この経験で 自信 を得 たのだ と考 えら

れる。 なお、「新 図書館パ ンフレッ ト」 のグ

ループは、作成 にとりかか ったばか りのころ、

出来上が って も授業内のみの使用 として、図

書館 に置いた り授業外で見せた りした くない、

とい う要望が強かった。完成後、 もう一度、

図書館 に置いて もらっては どうか と尋ね ると、

図書館 が置いて良い とい うなら、 と控 え目に

完成品に自信 を持ったことをうかが える反応

を得た。

次 に、4)「 時間配分 が うま くいかなかっ

た」「全員 で(中 略)取 り組 む ことがで きな

か った」 ことを反省 し、「情報の共有 を欠か

さないようにする」 というのは、 自己の課題

が明確 になっているのであ り、失敗 はあった

が得 る もの もあったと言 える。

5)「 積極 的に動 いていかなけれ ばな らな

い」には、主体的に行動す ることの重要性が

見 て取 れる。

3.3.新 図書館に対 して

次 に、新図書館パ ンフレッ トを作 ってみた

感想や送付状の一文、授業で実際に新図書館

を使 った後 に完成 したパ ンフレットを目に し

て感 じた部分 を中心 に抜粋 して分析す る。

1)従 来の図書館 にはなかった新 しい施設

を設置 しました。学生同士が積極 的に意

見 を交換するためのアクティブラーニン

グ コモ ンズや、パーソナルコンピュータ

やプロジェクターといった機器を用いた

メディア コモ ンズやメディアルームな ど

のスペースがあ ります。

2)設 置機材やスペースを最大 限有効 に利

用で きるように、オススメの使い方 も載

せ ました。

3)「 利用 を促 す ような紹介」、「実際 に利

用 した感想が反映 されている」、「読み手

が必要 としている正確 な情報」な ど、 こ

のパ ンフレットを手に取った人が実際に
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図書館 を利用する ときに必要な情報 を意

識 して作 製 した ことが伝わってきました。

4)ス ペース紹介 の文がわか りやす く細か

な席数の情報 も載 っていたので、それぞ

れの部屋 の使用用途が明確にな り利用 し

てみたい人が増えるのではないで しょう

か。

5)ル ールな ども載 ってあって良い と思 っ

た。

冊子へ の満足度 を、5段 階で 自己評価 させ

た結果、全員4点 であった。他グループの作

品の完成度 を、5段 階で採点 させた結果は、

平均4.2点 となって、やや上昇す る。全体的

に、今回の受講生 は自分 に厳 しい、あるいは、

誠実であろうとす る態度が強いのか もしれな

い 。

例 えば、 記述 で は1)「 新 しい施 設」2)

「設置機材やスペース」4)「 スペース紹介の

文がわか りやす く細かな席数の情報 も載って

いた」 とい うように、新 し くて利用者が まだ

知 らない情報 を正確 に把握す るように努める

態度が見て取れる。

また、2)「 オススメの使い方」3)「 実際

に図書館 を利用 す るときに必要 な情報」4)

「利用 してみたい人が増 える」には、作成 の

意図を汲んで、司書であれば図書館利用 を促

すために努力 しているのだ、 とい う共感が強

くあ り、 作 成 者 も読 者(「 新 図書 館 パ ンフ

レッ ト」 に関 わってい ない グループの メ ン

バー)も 、新図書館 に期待 し、 た くさん利用

してほ しい という要望 を強 く持 っていること

が うかがわれる。

5)「 ルー一ルな ど も載ってあ って よい」は、

図書館利用 に際 して不明なことが あると使い

に くい、ルールは守って使 いたい とい う規範

意識 の高 さが見て取れる。余談だが、土曜 日

の補講時は原稿提 出の最終期 限が迫っていて、

授業時 間後 も昼食時間を過 ぎて多 くの受講生

が編集作 業 を続 けていた。持 参 した菓子が

あったので配布 す ると、「あ りが とうござい

ます。で もここは飲食禁止 なんです。」 とす

ぐに鞄 にしまっていた ことが印象深い。受講

生の近 くを通った図書館利用学生 も、私が配

布 した菓子 を 目に して心配 そ うに、 まるで

「ここで は飲食 禁止 と注 意すべ きだ ろ うか」

と言 いたげに数回、振 り返 り、受講生が菓子

を鞄 に しまった ところで去 っていった。

4.滞 在型図書館 とは

改 めて、学生の図書館利用 についてまとめ

直す と、パ ソコンを使 いなが ら、図書館情報

資源 を活用 した作業 をす るには、 アクティブ

ラーニ ング コモ ンズ を活用 してい る。2.4.

2.の 補足 とな るが、 「錯視 の世界」担 当グ

ループ は、 コンテ ンッの打合 せ を終 えて ス

マー トフォンを使 って蔵書検索 をした後、図

書館 へ移動 してい る。「新 図書館パ ンフ レッ

ト」 は、「図書館利用案 内」 を読 んで打合せ

を してか ら、不明な点や冊子で取 り上 げるこ

とを模 索 しに図書館へ 移動 し、 ア クテ ィブ

ラーニ ングコモ ンズに着席 した。

メデ ィアルームは、プロジェクターな どを

使いなが らの利用 に適 してい る。ただ し、事

前 申し込みや学生のみの利用 申し込みが制限

され、機材が整 ってい る分、学生 に開放 され

てい るエリア とは使用方法が異なる。

これ まで にないスペースが設け られたこと

で、学生 にとっては、使いたい ・使 ってみた

い気持ちが強い。 しか し、何がで きて何 を し

てはいけないのか、例 えば、飲食やお しゃべ

りが可能なスペース、スペース によって使用
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許可 を求めなければな らない ところがある、

といったルールをしっか り把握 し、把握 した

うえで使いたいのだ、 とい う規範意識 の強 さ

もうかがえた。

滞在 は歓迎だが、 どの ように滞在すれば図

書館 と良い関係が構築で きるのか。図書館司

書課程 という特性 もあろうが、学生 は新図書

館が大変魅力的なものだと感 じている。 そう

した学生たちの、秋に開館 して間 もない2018

年1月 現在、図書館活用の第一・歩 を踏み出 し

たばか りといった諸相 を、図書館 司書課程の

授業 を通 じて描写 した。徐 々に新 図書館 に親

しみ、使いこなしてい く過程 に も注 目してい

きた い。
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そこにアピールポイン トを書かせた。学生の全文

2例 を掲載する。下線部が学生作成部分、そのほ

かは教員が作成 した。

実例1)司 書課程 「図書館情報資源特論」を受講

している○○ 口口 と申します。このたび、2017

年度後期の成果 として、同封の 「新図書館パ ンフ

レット」が完成いたしました。昨年9月 に新 しく

なった図書館の利用者に向けて、分か りやす く新

図書館 の魅力 を伝えられるよう、グループで協力

して作成させて頂 きました。

新図書館の良いところをよ り多 くの利用者に

知って頂 き、活力ある図書館 を目指 してこのパ ン

フレッ トを見た方が 「図書館に行 きたい、行って

みたい」 と思えるようにという思いを込めて作成

した作品です。ご多忙 とは存 じますが どうぞご高

覧 くださいませ。また、至 らぬ点はご指導ご鞭捷

のほど、何卒 よろ しくお願い申し上げます。

実例2)司 書課程 「図書館情報資源特論」を受講

している○○ 口口 と申します。このたび、2017

年度後期の成果 として、同封の 「錯視の世界」が

完成いた しました。小学校低～中学年 を対象に、

見て楽 しんだ り、仕組みを学んだ りできる科学絵

本 として作製 しました。問題 と図を先に提示 して、

ページをめくると答えあわせがで きる形 にして、

クイズのように楽 しむことができるように工夫 し

ました。詳 しい説明 と参考図書を紹介 し、より多

くの科学本、芸術 図鑑 などに触れるきっかけとな

るような作品を目指 しました。

ご多忙 とは存 じますが どうぞご高覧 くださいま

せ。 また、至 らぬ点はご指導 ご鞭捷のほど、何卒

よろしくお願い申 し上げます。
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